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分類I 分類2 質問 回答
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驍務教育学校

デメリット

脱明会の開催

視察から見えた義務教育学校のデメリットは1つだけでしょうか？開校当初
のデメリットしか掲戯されていませんが、継続していく上でのデメリット
はないのでしょうか？

様々な鋭明期の中でも、銭務教育学校にするメリット・デメリットをさら
に明砿にする必要があると感じた。脱明会等はどのくらいの頻度で、雄を
対象に、今後行われていくのか、気になった。

どこの先進校でも、開校当初のは先生方の意鐵のすり合わせ、新しい仕組みに慣れる
までの苦労を聞きます。継続していく上ではよさをより感じているようです。

ただし、新しい学校をつくるにあたっては、たくさんの課題があると考えています。
これからさらに課題を明砿にし、それをどのように解決していくかについて、行政だ
けでなく、学校、地域、保謹者等、さまざまな視点や立場から考え、解決していきた
いと考えています。

学校再編計画が策定されると、令和4年度から新しい学校ごと、学校のコンセプト、
教室数、体育館数、配麗計画等を考える「学校施設整備基本構想・基本計画」の検討
に入る予定です。これには、先生方の他、保謹者の方、地域の方にも入っていただく

予定です。その検肘内容は随時通信で情報共有したいと考えています。

また、 この検討とは別に先生方や子どもたちの意見を聞く槻会をつくりたいと考えて
います。 ．

さらに、小中一貫教育やコミュニティ・スクール等については、学校施設整備基本構
想とは別に検討されます。
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学校規模

不登校等の対
応

小規模のよさ

学校が大きくなることで、現在増えている不登校､不適応生徒がさらに増
えることが考えられる。それについて、どう対応する考えか。

生徒指導上困難な事例に落ち着いている子らが巻き込まれることもないと
思う。また

かがでしょ
、小規模だから上手くいっている場合もあるが、
うか。

その辺りはい

現在の小学校は小規模佼が多いですが、新しい学校は規模が大きくなると言ってもI
学年3～4学級で適正規模校であり、現在市内の学校でもある規模です。規模によ
り、不登校率は大きく変わっていません。

新しい学校は、 「子どもたちが通いたい、保醗者が通わせたい」と思う学校を目指し
ています。子どもたちがワクワクできる学校を目指して、ソフトとハードの両面から
整備していきたいと考えています。

また、先生方については多くの職員で組織的に対応することができることや、子ども
たちにはクラス替えでリセットできるなど、プラスに働くこともあると考えていま．
す 。
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教育課程

現在の教育活

動との関係

6年生の意職

行事

授業

成縦

露F
て大切にしているペア活動の取り組みは、どのように考えて

6年生は最終学年としての自覚が子供を育てるという面があるが、どのよう
に考えているか。

行畢はどのようになるのか（体育大会はどのように開催するのか、な

ど） 、

授業時間は学年によって違うのでしょうか。

授業時間数、免許における小中速撹授業は？

既頼の付け万って、どうなるのかなと思いました。 （どの学年から、 5段
階評価になるのか。 ）

教育課程の位盟づけになりますので、新しい学校づくりに向けて先生方を中心に考え
ていただくことになります。

各学校のよさを取り入れながら、子どもたちにとってよりよいものを、また、先生方
が「これいいね」 「こうしたらもっといい」と思えるものを一緒につくっていきたい
と思います。

授業時間や成繍等の細かな内容については、開校数年前から検討するものと考えてい
ます。

；111 教育課程
すり合わせ時
期と方法

各学校の教育活動のすりあわせをどのような計画で進めるのか、具体的な
計画はもう出来ているのでしょうか。再編に関わる学校がかなり多く、教
宵活動のすりあわせにかかる時間はかなり多いのではないでしょうか。

現在、市の教育会の中で各部会が小中一貫を見据えた内容で研修を進めたり、ぷロ
ジェクト部会でプログラムをつくったりさらに小中連携を実施しています。
開校数年前から、新たな学校の具体的な検討は準備会を立ち上げていきます。
















